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モビリティ・マネジメント授業の
様子（西部中）
モビリティ・マネジメント授業の
様子（西部中）

モビリティ・マネジメントとは…
過度に自動車に頼る状態から、公共交
通や自転車などを上手に使う状態へ少
しずつ変えていく取り組みです
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市
で
は
将
来
の
地
域
公
共
交
通
の
指
針

に
な
る
、
北
広
島
市
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は

５
年
。今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
ん
で
も
、

利
便
性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

に
な
る
よ
う
、
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
や

市
民
、
交
通
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
を
集

め
た
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
・
専

門
部
会
を
中
心
に
話
し
合
い
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

市
民
の
交
通
行
動
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、
バ
ス
の
利
用
実
態
調
査
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
、

市
の
置
か
れ
た
現
状
と
問
題
点
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

基
本
理
念
と
４
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
基
本
方
針
に
沿
っ
た
24

の
施
策
を
検
討
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
っ
て
い
け

ば
、
廃
止
さ
れ
る
路
線
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
動
車
を
運
転
で
き

な
い
高
齢
者
や
学
生
な
ど
に
と
っ
て
、
バ

ス
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で
す
。

　

高
齢
に
な
り
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
未
来
を

作
る
た
め
、
普
段
バ
ス
に
乗
ら
な
い
と
い

う
方
も
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
バ
ス
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一

人
一
人
の
行
動
が
、
公
共
交
通
の
維
持
に

つ
な
が
り
ま
す
。「４つの基本方針」

●北広島団地地区内における生活交
通を支援する新たな運行形態の構築
●市民ニーズに即した市内の地区間
を結ぶ公共交通網の充実
●交通空白・不便地域における新た
な交通体系の導入
●公共交通を利用しやすい環境づくり

【計画の基本理念】
地区の特性に応じた生活交通を確保
し、市民が安心して暮らせる生活環
境を支える持続可能な公共交通網の
構築

　
市
民
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
。

　
自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
、
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し
、
そ
の
経
営
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
市
民
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
。

　
自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
、
人
口
構
成
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し
、
そ
の
経
営
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

公
共
交
通
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

将
来
を
見
据
え
て

無
理
の
な
い
範
囲
で

市街地が分散

自動車に頼る
生活が定着

交通事業者の
経営悪化や人
材不足

バスの本数
が少ない

目的地まで直通
のバスがない

乗りたい時間
にバスが走っ
ていない

運行状況が
分からない

乗り継ぎが不便　

地域公共交通の現状と問題点
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現
状
の
市
内
公
共
交
通
網
は
、
実
は
上

手
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
人
口
の
約
８

割
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

東
部
や
団
地
地
区
に
至
っ
て
は
9
割
以
上

で
す
。
し
か
し
、「
利
用
し
た
い
時
間
に
バ

ス
が
な
い
」「
バ
ス
の
終
発
が
早
い
」
な
ど

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
市
と
市
民
、
事
業

者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

何
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通

の
問
題
を
「
他
人
事
」
だ
と
思
わ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
危
機
感
を
持
っ
て
「
我

が
事
」と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
主
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
北
広

島
団
地
自
治
連
絡
協
議
会
が
昨
年
実
施
し

た
「
の
っ
て
る
カ
ー
ド
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
バ
ス
に
乗
る
と

提
携
店
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
、

利
用
者
の
減
少
傾
向
を
食
い
止
め
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
公
共
交

通
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

地域公共交通活性化協議会
副会長　鈴木聡士さん
（北海学園大学工学部教授）　

「
他ひ

と人
事
」か
ら「
我
が
事
」に

市街地

郊外部（市街化調整区域など）

交通結節点
ＪＲ

地区間・地域内の交通軸
将来検討する地区間の交通軸

隣接する市町への交通軸
凡　　例

第三・第四住区からＪＲ
北広島駅への利便性を考
慮したダイヤの見直しを
検討。団地・東部地区の
商業施設や交流施設をつ
なぐ新路線を検討

ＪＲとバスの接続を
考慮した乗り継ぎし
やすいダイヤの検討

通勤や部活帰りの高校
生などに対応できるよ
う、現在よりも遅い時
刻での運行を検討

郊外部では…
運転免許を持っていない
高齢者にタクシー回数券
の配布などを検討

●小・中学生を対象にし
たモビリティ・マネジメ
ント授業の実施
●公共交通便りや公共交
通マップの配布などによ
る情報発信
●商業施設などを活用し
た待ち合い環境の整備
●運転免許返納者へバス
の運賃を助成　など

通勤や買い物などを
考慮し、西の里地区
と大曲・西部地区間
のバス路線を検討

市街地では…
バス停から遠い地域
の交通手段を検討
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